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社員研修プログラムのご案内

書く力

読む力 会話する力
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「新聞のちから」とは

社内で感じたことはありませんか？

政治、経済、文化など社会の動き
にもっと関心を持ってもらたい

異なる世代ともきちんと
コミュニケーションをとってほしい

報告書やビジネスメールを
もっと分かりやすく書いてほしい

社会の動きに敏感で、初対面の人とも豊富な話題で会話ができる。
必要な事柄を分かりやすく報告書にまとめられる。そんな人材がそろった企業こそ、
変化の激しい時代を力強く切り開いていけるのではないでしょうか。

「新聞のちから」が皆様のスキルアップをお手伝いします！
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報告書やビジネスメールな
どさまざまな場面で応用で
きる文章テクニックを、記
者が直接伝授します。

新聞を活用して「情報の海」
から自分が必要とするもの
を見極める「選球眼」を鍛
えます。

ビジネスのカギを握る「コ
ミュニケーション力」、聞き
出す力や雑談力が自然に
身につきます。

書く力
伝わる文章を書く

読む力
情報を効率的に集める

会話する力
コミュニケーション力

社会への関心を深め、世代・職種を越えた交流が広がり、
ビジネスチャンス拡大！

研修対象は内定者、若手社員から管理職まで。
営業、総務・経理、技術など
あらゆる世代や職種で役立つ基礎的な力を養成します。

研修で身につく ｢3 つの力｣
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新聞を教材とする 
メリットは ?
●毎日受講生のご自宅に届き、幅広く、 
    信頼性の高い情報に接する習慣が身に付く。
●見出しの大小で重要な 
　ニュースを即時に判断。
●「一覧性」により意外な情報に出会う。
●社説や解説記事を通じ  
　問題の論点を整理できる。
●「研修」効果が高まり、 
     的確な情報収集力がアップする。

研修パターン（3 か月）

講　義　1 回 ワークショップ　1 回

講師による座学や参加型の講義です

新聞ご購読　3 か月

研修対象の方にお届けします

ワークシート4 回配信

2 週間に 1 回程度、配信する課題です

例

新聞を活用した独自のプログラム
講義、ワークショップやワークシートなど、
新聞を教材として記者（講師）が丁寧に指導します。
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 [ 講義 ]

ご要望に沿ったメニューをご用意いたします

｢伝わる」文章作成講座

恥をかかないための 
「日本語塾」

記者と語る 
「雑談力」養成講座

「核心に迫る」読解法

本音を引き出す会話術

フェイクに惑わされない 
情報収集法

書
く
力

読んでもらえる 
広報リリース作成術

写真記者の 
「一瞬の切り取り方」講座

英字新聞で 
時事英語マスター講座

まんがで学ぶ 
理科系の作文技術

そ
の
他

読
む
力

会
話
す
る
力

……など

研
修
の
内
容

研
修
内
容
は
自
由
に
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
相
談
の
上
、
柔
軟
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。
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 [ ワークショップ ]

講義に加え、参加型の「ワークショップ」で
実戦力を養います

まわしよみ新聞
他の受講生の前で記事の魅
力をアピールすることで、プ
レゼンテーション力を磨き
ます。

「顔」を書こう
話を引き出す力や、簡潔で
読ませる文章の書き方を鍛
えます。

私のおススメ記事
記事の深読みやプレゼン
テーションなどの力をつけ
ます。

講義の冒頭、2 人 1 組でその日の朝
刊から選んだオススメ記事を紹介し
あい、意見交換します。

人柄や趣味などについてお互いにイ
ンタビュー。メモを基に、人物紹介
のエッセーを書きます。

グループに分かれ、その日の朝刊の
なかからお気に入りの記事を選んで
意見を交換、自分たちだけの新聞を
作ります。

……など

研
修
の
内
容

研
修
内
容
は
自
由
に
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
相
談
の
上
、
柔
軟
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。
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 [ ワークシート]

経済や国際情勢など、ご希望のテーマに対応します

題材の例
●メールのマナー
●ビッグデータ 企業手探り
●働き方改革 
　ライフ・ワーク・バランス
●中国 宇宙でも野望
●キャッシュレス化の功罪
●愛犬に安心の介護を 
　業界団体設立　……など

研
修
の
内
容

新
聞
記
事
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
信
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
記
事
を
読
み
、

設
問
に
回
答
す
る
自
主
課
題
で
す
。
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購読料金（税込）

朝夕刊配達地域 1 か月　4,400 円

朝刊のみ配達地域 1 か月　3,400 円

The Japan News（英字新聞） 1 か月　3,665 円

※受講生数が 10 名様未満の場合は、10 名分の料金となります。（新聞は 10 部ご購読できます）
※ 1 都 3 県 ( 東京、神奈川、埼玉、千葉 ) 以外での講義は、別途交通費をいただきます。

ご購読料金×受講生数×期間 ( 月数 )
【例】 3 か月15 名様の場合 ( 朝夕刊地域 )

4,400 円× 15 人× 3=198,000 円（税込）

研修費用
費用は期間中の購読料のみです !
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受講生にお集まりいただくのは「講義・ワーク」のみです

1 か月 2 か月 3 か月

３
か
月

1 か月 2 か月 3 か月 4 か月 5 か月 6 か月

６
か
月

※カリキュラムはご要望に応じます。「講義を自社研修の
一部に組み込みたい」、「講義・ワークをまとめて一日で済
ませたい」など、遠慮なくご相談ください。新聞ご購読

新聞ご購読

講  義

講  義 講  義

ワーク

ワーク ワーク

ワークシート配信　全 4 回程度

ワークシート配信　全 8 回程度

例

研修期間と具体例
カリキュラムはご要望に応じます。

「講義を自社研修の一部に組み込みたい」、「講義・ワークをまとめて
一日で済ませたい」など、遠慮なくご相談ください。

ワークシートは、2 週 間 に 1 回
程度空き時間に取り組んでいた
だく課題です
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深く考えるきっかけに
頭の中では述べたいことがた
くさん浮かぶものの、文章で
表すのはとても難しかった。
記事について深く考える良い
機会となりました。

入社 3 年 経理 女性

文章書く機会
ただ読むだけではなく、記事
について考えを文章にする機
会はなかなかないので、勉強
になりました。

入社 3 年 経理 男性

アウトプットで
知識深まる
新聞を日常的に読むことで、
知識も増え、文章を読み解く
力もつ い たように感じます。
意見をアウトプットすることで
考えが整理でき、知識もより
深まるということを学びまし
た。�

入社 2 年 経理 男性

情報つかみやすく
情報をつかむアンテナが高く
なりました。今後も継続して活
字と向き合いたいと思います。

入社 2 年 経理 男性

新聞読む習慣ついた
研修前と変わった点は、新聞
を毎日読 む 習 慣 が つ い たこ
と。時間がない中でも、一通
りさらっと目を通すようになり
ました。

新入社員 総務 女性

参加した社員の声
「説明がうまくなった」など、人事担当の方からも好評をいただいています。
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3 級● 23● 3級

に
尊
敬
の
助
動
詞
「
れ
る
」
を
重
ね
た
形
の
過
剰
敬
語
で
不
適
切
。

二
　「手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
を
、「
お
～
く
だ

さ
い
」の
尊
敬
表
現
を
用
い
て
言
っ
て
い
る
、２「
お
つ
か
ま
り（
く

だ
さ
い
）」
が
適
切
。
１
「
お
つ
か
ま
り
し
て
」
は
、
利
用
客
の

行
為
に「
お
～
す
る
」の
謙
譲
表
現
を
用
い
て
い
て
不
適
切
。３「
お

つ
か
ま
り
さ
れ
て
」
は
、「
お
つ
か
ま
り
さ
れ
る
」
に
助
詞
の
「
て
」

を
つ
け
加
え
た
も
の
だ
が
、「
お
つ
か
ま
り
さ
れ
る
」
は
、
謙
譲

表
現
「
お
つ
か
ま
り
す
る
」
に
、
尊
敬
の
助
動
詞
「
れ
る
」
を
付

け
た
形
で
不
適
切
。

三
　上
役
に
進
捗
状
況
を
報
告
す
る
場
面
で
あ
る
。
上
の
者
が
下
の

者
に
命
令
す
る
意
を
表
す
、「
申
し
つ
け
る
」
の
尊
敬
表
現
を
用

い
た
、２「
お
申
し
つ
け
の
」が
適
切
。
１「
言
い
つ
け
の
」、３「
申

し
つ
け
の
」
は
、
上
役
に
対
し
て
敬
語
が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、

不
適
切
。

四
　レ
ジ
係
が
客
に
、
同
じ
袋
に
入
れ
て
も
良
い
か
を
尋
ね
る
場
面

で
あ
る
。
自
分
の
行
為
に
謙
譲
表
現
「
お
～
す
る
」
を
用
い
た
、

３
「
い
っ
し
ょ
に
お
入
れ
し
て
も
」
が
適
切
。
１
の
「
ご
い
っ
し

ょ
す
る
」
は
、
自
分
が
相
手
と
共
に
何
か
を
行
う
こ
と
を
丁
寧
に

言
う
場
合
に
用
い
る
の
で
、不
適
切
。
２
の
「
お
入
れ
さ
れ
て
も
」

は
、
謙
譲
語
「
お
入
れ
す
る
」
に
尊
敬
の
助
動
詞
「
れ
る
」
を
付

け
て
い
る
の
で
、
不
適
切
。

五
　入
院
し
た
ク
ラ
ス
の
友
達
を
見
舞
い
に
行
く
と
い
う
教
師
に
、

自
分
も
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
も
よ
い
か
と
尋
ね
る
場
面
で
あ
る
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る
敬
語
や
敬
意
表
現
の
適
切
な
使
用
に
関

す
る
問
題
で
あ
る
。
敬
語
は
、
尊
敬
表
現
の
形
と
謙
譲
表
現
の
形
を
適

切
に
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
複
数
の
人
が
い
る
場
面
で
は
、

敬
う
べ
き
相
手
に
対
し
て
失
礼
に
な
ら
な
い
言
い
回
し
を
工
夫
す
る
よ

う
に
し
た
い
。

一
　「忘
れ
物
を
す
る
」
の
「
す
る
」
を
尊
敬
語
「
な
さ
る
」
に
し
た
、

３
「
な
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
」
が
適
切
。
１
「
い
た
さ
れ
ま
せ
ん
よ

う
」
は
、
謙
譲
語
「
い
た
す
」
に
尊
敬
の
助
動
詞
「
れ
る
」
を
付

け
た
形
で
不
適
切
。
２
「
な
さ
ら
れ
ま
せ
ん
よ
う
」
は
、「
な
さ
る
」

一
…
3

二
…
2

三
…
2

四
…
3

五
…
2

　
　

1
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　【
　
　
　
】
の
よ
う
な
場
面
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の（

　
　
　
）部
分
は
ど
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を

選
ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一
　【
　コ
ン
サ
ー
ト
の
終
了
後
、
主
催
者
が
客
に

　】

　
　
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
、
お
忘
れ
物
を
（

　
　
　
　
　
）、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
１

　
い
た
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う

　
　
　
　
２

　
な
さ
ら
れ
ま
せ
ん
よ
う

　
　
　
　
３

　
な
さ
い
ま
せ
ん
よ
う

二
　【
　地
下
鉄
の
駅
構
内
の
ポ
ス
タ
ー
で

　】

　
　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
の
際
は
、
手
す
り
に
（

　
　
　
　
　
）
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
１

　
お
つ
か
ま
り
し
て

　
　
　
　
２

　
お
つ
か
ま
り

　
　
　
　
３

　
お
つ
か
ま
り
さ
れ
て

三
　【
　上
役
に
頼
ま
れ
た
仕
事
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
　】

　
　（
　
　
　
　
　
）
件
で
す
が
、
手
配
に
少
々
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
１

　
言
い
つ
け
の

　
　
　
　
２

　
お
申
し
つ
け
の

　
　
　
　
３

　
申
し
つ
け
の

四
　【
　コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
レ
ジ
係
が
客
に
　】

　
　
冷
た
い
お
飲
み
物
は
、
お
弁
当
と
同
じ
袋
に
（

　
　
　
　
　
）
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

　
　
　
　
１

　
ご
い
っ
し
ょ
し
て
も

　
　
　
　
２

　
ご
い
っ
し
ょ
に
お
入
れ
さ
れ
て
も

　
　
　
　
３

　
い
っ
し
ょ
に
お
入
れ
し
て
も

五
　【
　入
院
し
た
ク
ラ
ス
の
友
達
を
見
舞
い
に
行
く
と
い
う
教
師
に
　】

　
　
伊
藤
先
生
、
私
も
い
っ
し
ょ
に
（

　
　
　
　
　
）
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
１

　
参
じ
て
も

　
　
　
　
２

　
参
っ
て
も

　
　
　
　
３

　
い
ら
し
て
も

1

「
行
く
」
の
謙
譲
語
「
参
る
」
を
用
い
た
、２
「
参
っ
て
も
」
が
適
切
。

１
「
参
じ
て
も
」
は
、「
参
じ
る
」
が
、
立
場
が
上
の
人
の
と
こ

ろ
に
行
く
こ
と
を
い
う
言
葉
な
の
で
、不
適
切
。３「
い
ら
し
て
も
」

の
「
い
ら
し
て
」
は
、「
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
」
を
省
略
し
た
形
で
、

自
分
の
行
為
に
尊
敬
語
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
不
適
切
。

◆
◆
◆

〈主領域〉敬　語

B

●６つの領域から出題されます。
　（敬語／文法／語彙／言葉の意味／表記／漢字）
●成績表（個人カルテ）、成績一覧表、
　解答と解説を発行します。
●研修を受講していない社員の方でも受検できます。
※認定証の発行はできませんのでご了承ください。

受検料（１回あたり）  ※ 5 名以上でお申し込みが可能

１級（社会人上級レベル） 3,000 円  （通常価格 6000 円）

２級（大学卒業～社会人中級レベル） 2,500 円 （通常価格 5000 円）

３級（高校卒業～社会人基礎レベル） 1,500 円 （通常価格 3000 円）

受検日、場所は自由に設定できます

日本語検定
毎年 8 万人以上が受検する「日本語検定」を研修のスタート時と修了時に受検し、
効果を検証することができます。受講された企業様向けの特別検定です。
受検料も「新聞のちから特別価格」です
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ウェブサイト
「読売教育ネットワーク」ウェブサイト内の「新聞のちから」ページでは、

実例や講師紹介、動画などより詳しい情報を掲載しています。

https://kyoiku.yomiuri.co.jp/chikara/
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「新聞のちから」は、読み書きのスキルアップだけでなく
継続的に情報を収集・分析し

表現する総合的な「ちから」を培います。
ぜひ一度お問い合わせください。

【問い合わせ】 読売新聞東京本社 教育ネットワーク事務局
  ☎ 03-6739-6985（直通）   https://kyoiku.yomiuri.co.jp/chikara/


